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定例会では31件の議案を審議しました。

主な内容①

主な内容②

市長提出議案　議決結果
平成23年　第４回　定例会　　　　　　　　　　　

議　　案　　名
議決結果

専決処分の承認を求めること
　　　（市税条例等の改正） 承　　認

平成22年度川越市一般会計歳入歳出決算認定
など11件 認　　定

町の区域を新たに画すること　３件 原案可決

川越市税条例の一部を改正する条例を定めること 原案可決

川越市水防団条例の一部を改正する条例を定めるこ
と 原案可決

川越市スポーツ振興審議会に関する条例及び川越市
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例を定めること

原案可決

埼玉県西部第一広域行政推進協議会の廃止 原案可決

川越市道路線の認定　など３件 原案可決

平成23年度川越市一般会計補正予算（第２号）
など３件 原案可決

＜追加議案＞

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求
めること　＜山口智也氏＞ 同　　意

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
４件　　　＜三 啓作氏＞＜熊本美智子氏＞
　　　　　＜渡邊好雄氏＞＜谷島恵美子氏＞

同　　意

監査委員の選任につき同意を求めること
　　　　　＜加藤　昇氏＞ 同　　意

川越インター

関越自動車道

電源開発

国道
16
号

南大塚６丁目
大塚２丁目
むさし野南

になる区域

大塚２丁目

むさし野南

南大塚6丁目

市立川越高

西武
新宿
線

武蔵野小

市
長
の
告
示
す
る
日
か
ら
新
町
名
に
な
り
ま
す
。

　東日本大震災により損傷を受けたため、各施設の補修を実施しました。
　・熱回収施設、リサイクル施設：９月上旬に補修完了
　・草 木 類 資 源 化 施 設：８月中に補修完了
　・環 境 プ ラ ザ（ つ ば さ 館 ）：９月13日に再開

資源化センターの震災補修等の進捗状況について市政報告

　　　　平成22年度一般会計・特別会計歳入歳
出決算について、4つの常任委員会で慎重に審査
を行った後、本会議で採決を行い、認定しました。

※ 補修費用（総額4,420万円）は、市（1,020万円）と施工
業者（3,400万円）が負担することに決定しました。

　６月25日に開催した株主総会で、取締役３名、会計参与１名を選任すると共に、平成22年度に行った第三者
委員会による財務調査報告を受けて土地や貸倒引当金、長期未収入金等について決算修正を行いました。

　北部中心市街地の交通対策を検討する委員会から頂いた、一方通行や通行止め等の提言を基本とし、関係機関
との協議や周辺道路の渋滞を心配する声を総合的に勘案した結果、直ちに交通規制を行うのではなく、他の施策
を先行して実施し、交通量や渋滞を緩和する努力を行いながら提言の内容を段階的に進めるとの方針を発表しま
した。懇談会では、参加して下さった84名の市民の皆様から、様々なご意見を頂きました。今後、頂いたご意
見を参考にしながら、関係機関との調整を図り、出来るものから順次進めていきたいと考えています。

市が出資している川越総合卸売市場株式会社に係る第20期定時株主総会における主な決議事項について

北部市街地の交通問題に関する方針について及び8月30日に開催された「北部中心市街地の交通問題に関する懇談会」の概要について

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

主な内容①

主な内容②
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は
、
財
政
や
職
員
の
健
康
管

理
の
両
面
か
ら
、
本
市
に
と

っ
て
大
変
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
家
公
務
員
に
示

さ
れ
て
い
る
年
間
三
百
六
十

時
間
、
特
段
の
事
情
が
あ
る

場
合
は
年
間
七
百
二
十
時
間

を
上
限
の
目
安
と
し
た
指
針

を
考
慮
す
る
こ
と
が
、
適
当

と
考
え
て
い
る
。

質問
食
の
安
全

質問
市
職
員
の
残
業

Ｐ
川
越
21	

石　

川　

智　

明

七
億
円
も
の
残
業
代
の
削
減
を

1

【
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
三
年
六
月
定
例

会
の
会
議
録
は
、
図
書
館
、

出
張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
議
録
は
、

図
書
館
等
で
は
十
一
月
下
旬

頃
か
ら
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
は
十
二
月
上
旬
頃
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

○	

会
議
録
を
閲
覧
で
き
る
所

◦
市
役
所
六
階

　
　
　
　

議
会
事
務
局

◦
市
役
所
東
庁
舎
一
階

　
　
　
　

情
報
公
開
窓
口

◦
市
立
図
書
館
（
四
館
）

◦
出
張
所
（
十
箇
所
）

　今定例会では、25名の議員が一般質問を行いました。
発言した全議員の質問及び答弁の一部要約を掲載（氏名
下の数字は発言順番）しました。問と答の後には、各議
員が今定例会で質問した表題（質問）を掲載しています。
質問した表題は、紙面の都合上、通告事項を要約したも
のとなっています。一般質問の詳細や、過去の質問は、
会議録でご覧いただけます。

　

答
弁
者
名
の
下
に
※
が

あ
る
答
弁
に
は
、
表
示
者

以
外
の
関
係
部
長
等
の
答

弁
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
市
税
等
自
主
財
源
の
確

保
が
重
要
に
な
る
。
今
後
は
、

歳
入
が
減
少
し
て
い
く
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
、
持
続
的

に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
頂

い
た
ご
提
案
も
踏
ま
え
な
が

ら
、
行
政
改
革
の
徹
底
や
財

政
基
盤
の
強
化
な
ど
効
率
的

で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

質問
財
政
と
行
政
の
安
定
化

い
て
は
、
川
越
ま
つ
り
協
賛

会
で
上
限
を
決
め
、
修
理
額

に
応
じ
て
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
が
、
議
員
指
摘
の
山

車
修
理
基
金
を
設
け
る
こ
と

や
、
現
在
の
山
車
修
理
補
助

金
の
上
限
額
や
補
助
率
を
見

直
す
こ
と
は
、
財
政
状
況
等

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質問
一
番
街
の
交
通
問
題

質問
川
越
祭
り
囃
子

質問
山
車
改
修
基
金
設
置

今
後
は
都
市
構
造
そ
の
も
の

の
検
討
も
必
要
に
な
る
か
と

思
う
。
ま
た
、
都
市
防
災
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
呼
ぶ
べ
き
も

の
も
ど
の
様
な
形
で
市
民
に

伝
え
ら
れ
る
か
検
討
し
た
い
。

　

市
政
を
預
か
り
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
責
任
者

と
し
て
、
今
回
の
災
害
の
経

験
を
生
か
し
、
困
難
度
の
増

す
時
代
を
市
民
の
先
頭
に
立

っ
て
乗
り
切
る
所
存
で
あ
る
。

質問
防
災
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

地
域
で
複
数
の
大
規
模
工
事

を
同
時
に
実
施
す
る
為
、
渋

滞
や
通
行
者
の
安
全
対
策
と

し
て
車
両
通
行
ル
ー
ト
の
制

限
や
誘
導
員
の
配
置
等
に
つ

い
て
相
互
に
調
整
の
上
、
適

切
に
対
応
す
る
。
な
お
工
事

実
施
の
際
に
は
駅
利
用
者
及

び
周
辺
住
民
に
向
け
て
周
知

用
看
板
の
設
置
、
自
治
会
を

通
じ
た
回
覧
等
を
行
い
た
い
。

質問
川
越
駅
西
口
周
辺
事
業

質問
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
太
陽
光

問
今
後
、
川
越
市
が
実
施
す

る
行
財
政
運
営
は
、
財
政
規

模
の
考
え
方
も
含
め
、
ど
の

よ
う
な
方
向
を
目
指
し
て
い

く
の
か
、
市
長
に
伺
う
。

答
市
長　

私
の
目
指
す
「
住

む
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
」
の
実
現
に
は
、
一
定
の

財
政
規
模
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
財
政
規
模

を
維
持
し
、
今
後
の
市
政
運

営
に
取
り
組
む
に
は
歳
入
、

問
国
県
市
な
ど
に
指
定
さ
れ

て
い
な
い
山
車
の
修
理
に
は

地
元
負
担
が
大
き
い
。
基
金

を
設
置
し
地
元
負
担
の
軽
減

す
る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い

も
の
か
。

答
市
長　

山
車
の
維
持
管
理

に
お
い
て
、
国
、
県
、
市
の

指
定
を
受
け
て
い
な
い
山
車

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

　

現
在
、
山
車
の
修
理
に
つ

問
防
災
に
対
す
る
考
え
を
更

に
一
歩
進
め
、
新
た
な
状
況

に
対
応
し
た
﹁
都
市
防
災
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
﹂
を
早
急
に
作

成
し
、
市
民
に
提
案
し
て
は

い
か
が
か
、
市
長
に
伺
う
。

答
市
長　

今
回
の
震
災
に
よ

り
、
い
わ
ゆ
る
都
市
型
災
害

へ
の
対
応
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
ま
で
の
災
害
へ
の
備
え

が
殆
ど
機
能
し
て
こ
な
か
っ

た
領
域
で
の
多
く
の
課
題
を

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、

問
周
辺
住
民
や
駅
利
用
者
等

の
協
力
と
理
解
は
不
可
欠
と

考
え
る
が
、
来
年
度
の
工
事

に
当
た
り
ど
の
よ
う
な
順
序

で
進
め
て
、
こ
れ
ら
の
周
知

を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長　

低
騒
音

低
振
動
の
重
機
を
用
い
る
よ

う
施
工
業
者
に
求
め
た
り
、

防
音
壁
を
用
い
る
等
し
て
、

周
辺
へ
の
影
響
を
出
来
る
限

り
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
川
越
駅
西
口
の
狭
い

都
市
防
災
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
！

や
ま
ぶ
き
会	

中　

原　

秀　

文

Ｐ
川
越
21	

小　

林　
　
　

薫

や
ま
ぶ
き
会	

小
野
澤　

康　

弘

や
ま
ぶ
き
会	

荻　

窪　

利　

充

今
後
の
川
越
市
の
行
財
政
運
営

山
車
改
修
の
地
元
負
担
軽
減
を

西
口
事
業
の
進
捗
と
周
知
計
画

4

問
市
職
員
の
残
業
は
、
年
間

千
時
間
を
超
え
る
人
が
発
生

す
る
な
ど
、
野
放
し
状
態
に

あ
る
。
残
業
時
間
に
上
限
を

設
定
し
、
七
億
円
も
の
残
業

手
当
を
削
減
す
る
べ
き
。

答
市
長　

市
の
業
務
は
多
種

多
様
で
あ
り
、
一
律
に
上
限

を
設
け
る
こ
と
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
や
能
率
の
観
点
か
ら
、

必
ず
し
も
適
当
で
な
い
場
合

も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
時
間
外
勤
務
の
増
加


